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鰭を釣りに
柿山　隆先生のこと
斉　藤　　　洋
亜紳亜大学にまだ教養部があったころのことだO何人かの先輩教員といっしょに,柿山先生か
ら鰻釣りに行こうと誘われたことがあった。
先輩教員たちは督,釣りはベテランで,鱒という魚がいかなる魚であるかを熟知していたのだ
が,私は釣りが大好きというわけでもなく,釣りそのものより,海でぼうっとするのが好きとい
うような感じで,誘われればなんとなくついていく程度であったから,魚のことなどぜんぜんく
わしくなく.鰻にしたところで,天ぷらになっているところしか見たことがなかったDつまり,
生きている鰭どころか,スーパーの鮮魚売り場にならんでいるところも見たことがなかった。
それくらいだから,海に行って釣るくらいのことはわかっていたが,どこの海にいって,どう
いうふうに釣るかはまるで知らない。往復ともに.先輩教員が運転する車に乗せてもらい,単か
ら降りたら,ただついていけばいいだけだから,気楽なものだO船に乗るということは知らされ
ていたから.どこかの漁港に行って.乗り合いの釣り船に乗って,船頭が適当なところで船を停
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「はい,どうぞ一つ!」
と言ったら,そこで釣り糸をたらすという,そういうことだろうと思っていた。
じつをいうと,私は乗り合いの釣り船というのがあまり好きではないC　なんだか,知らないど
うLがむきになって,競争で魚釣りをするようなところがあり,海でぼうっとするという雰囲気
ではないのだc
Lかし,せっかく誘ってもらったのだからと思い,それから,先輩教員のひとりが,
「鰍まね,弊藤さんo天ぷらなんか,だめなんだよ。あれはね,フライだよ,フライ。釣って
きたばかりのやつをさ,フライにして食べてごらん。海老フライなんて,ごみみたいに思えちゃ
うんだから。」
などと言うものだから,フライの中では車海老のフライがいちばんおいしいと思っている私とし
ては,ぜひとも,比べたら.その海老フライがごみのように思えるような,釣ってきたばかりの
蛙のフライを食べたいと思ってしまい,乗り合いの釣り船でも我慢することにしたのだD
ところが,小さな港について,車から降り,骨のあとついていくと,柿山先生が一機の小型漁
船を指さして,
「この船だよO」
とおっしゃった。
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先輩教員たちはあたりまえのような萌をしていたが.私はおもわず,
「この船って…-…・。」
とつぶやき,その船を見あげたe
船を見あげるとはどういうことかというと.もちろん,岸壁につながれたその船があまりに巨
大なので見あげてしまった,というのではない。なにしろそれは′ト塑漁船で,乗り合いの釣り船
としてはずいぶん小さいのだ。
それでは,なぜ,私は小型漁船を見あげたのか?
なぜなら,それは,陸の上にあったからだ。陸にあげられていると,小型漁船でも見あげるこ
とになるG
つまり,その船は乗り合いの釣り船ではなく,柿山先生が所有し.その小さな港に預けてある
船だったのだ。使うときは,陸からゆるい傾斜の道のようなところを通って,いわば海に押し出
*mm
よく趣味などに(凝る)というが.釣りも船まで持つようになると,まさに(病鰭胃に入る)
だなと思いながら,しかし…　それは口には出さず,私はその船に乗せてもらい,骨といっしょ
に,嬉釣りに出航した。
それで.釣果はどうだったかというと,鰻が釣れた者はひとりもいなかったo柿山先生は鰻で
はない魚を何尾が釣りあげておられたようだが.先輩教員たちはほとんどゼロで.もちろん,私
はとっくにあきらめ,来る途中コンビニエンスストアで買ってきた明治のカールなどをほおばっ
たり,甲板で生寝をしていたから,海草さえ釣れていない。
夕方近くなって,そろそろ引きあげるかというころになると,柿山先生はさかんに申しわけな
がり.
「いや。こんはずはないんだが-…・…。」
とか,
「せっかくきてもらったのに,こんな結果になってしまい…・ …O」
とかおっしゃって,舵を取る手にも元気がなかった。
港に戻り,係の人に船を陸にあげてもらって.それで射るのかと思ったら.そうではなかっ
た。陸にあがった船をしっかり水で洗い,秘除をしてから帰るのだ。
私などは,手伝っても邪魔になるだけなのだが.だからといって.ただながめているわけにも
いかず.なんとなく手伝っているようなかっこうをしていた=そして.なまけながら樺山先生の
ようすを見ていると,それが,ものすごく丁寧に洗っておられるのだ。言策の使いかたに問題が
あるかもしれないが, (微に入り欄を穿つ)的な洗いかただった。じつをいうと.そのあまりな
丁寧さに,私は半分あきれてしまったのだが.姉山先'-kはそれを見ぬいたらしく,
「斉藤君O　なんだって,あとのしまつがだいじなんだよ。」
とおっしゃった.J
いいかげんに手伝うふりをしていた私は新を赤らめ,
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「もちろんです!」
とかなんとか調子を合わせ,柄のついたブラシで甲板をむやみにゴシゴシこすったのをおぼえて
いる。
教養部がなくなり,教養部教員は皆,学部に分属となった。当時,フランス語の教員は三人.
ドイツ語も三人で,経営学部,経済学部,法学部にそれぞれひとりずつ行くことになったのだ
那,フランス語では柿山先生,ドイツ語では私が経営学部だった。そのとき.私はまだ助教授
で,釣りのときと同じで,経営学部に分属になった先生方のあとをついていき,鯖釣りで船に
乗ったときと同様,いわば, (こういう船に乗るのかあ・・・-o)と目をまるくしていればよかった
が,そのときすでに大学幹部であられた柿山先生はそのようではなかったにちがいない。
すっかり,分属が終わったあと,何かの会議があったようで,一号館の階段をおりてきた柿山
先生とすれちがったo
「おつかれさまでした。」
と私が言うと,柿山先生は階段の踊り場で立ちどまって,こうおっしゃった。
「斉藤君。なんだって,あとのしまつがだいじなんだよ。」
おそらく,港で船を洗っていたあの丁寧さで,柿山先生は事前はもちろん,分属の事後処理に
あたられたのだろうと私は思う。
ついでに,鱒について言っておくと,今でも私は,生きているのも,スーパーの鮮魚売り場に
ならんでいるのも,見たことがないから,鰭がどんな形をしているのか.よく知らないままだD
それからもうひとつ,後日.鰻のフライは食べたが,釣ってきたばかりの鰻ではなかったせい
か,車海老のフライには,味は遠くおよばなかったo
